
 

 

 

 

「読み書きができない」は、指導で変わる！ 

 令和５年１月１２日（木）に北小学校体育館で、津山市特別支援教育推進センターによる ICT活

用実践発表会を開催しました。津山市内外の学校や教育行政から発表者も含め会場には１００名に

ものぼり、「観る・聴く・体験する」をコンセプトとしたブース発表会では、活発な質問や体験活

動等が行われました。以下、発表会の様子です。 

（１）全体会 

①実践の概要説明 

②音声教材の活用について 

③今後の取組 

 

（２）ブース発表会 

各ブースでは児童生徒の実態に応じた ICT活用の実践事例を紹介し、体験コーナーも設置しました。 

①読み書きに困難さがある児童生徒への「読み」をサポートするブース 

ブ
ー
ス
Ａ 

ひらがなの文字や単語を読む

ためのサポート 

学習アプリを活用し、ひらがなの文字を音に変換す

る力をつける事例や「PowerPoint」で作成したフ

ラッシュカードを使い、単語を読む力をつける事例を

紹介しました。 

ブ
ー
ス
Ｂ 

読みに苦手さがある児童生徒

の学びサポート 

教科書の読みをサポートするマルチメディアデイジ

ー教科書の特徴、申請、再生方法や、「Cｈｒｏｍｅ

book」「Word」の読み上げ機能などの読みをサポ

ートする機能について紹介しました。 

〒708-0004 岡山県津山市山北 238 北小学校通級指導教室 
T E L ( ０ ８ ６ ８ ) ３ ２－３９ ５ ５  F A X ( ０ ８ ６ ８ ) ２２－５ ０ ８ ８ 
 

西小学校通級指導教室 北小学校通級指導教室 津山西中学校通級指導教室 

 

 

 

津山市特別支援教育推進センターだより 

Vol.33 令和５年１月 

 

特別な教育的ニーズに応じたＩＣＴ機器の効果的な活用を目指して

１ 実践の概要
（３）研究主題

～（１年次）通級指導の読み書きにおけるＩＣＴの活用～

効果的な手段や指導法の実践研究

推進センターイメージキャラクター
「つーきゅーず」

推進センターイメージキャラクター
「つーきゅーず」

令和４年度
通級指導での実践

令和５年度
在籍校での実践

令和６年度
市内小中での実践

Ⅰ指導内容に関すること Ⅱ指導形態に関すること

Ⅳ専門性向上に関すること

Ⅲ情報共有に関すること

３ 今後の取組

～3年間の研究の流れ～



  

②読み書きに困難さがある児童生徒への「書き」をサポートするブース 

ブ
ー
ス
Ｃ 

カタカナや漢字を書くことへの

サポート 

「Jamboard」や「Google スライド」を使ったひら

がなとカタカナの使い分けや、漢字の誤りの要因

に応じたサポート例（漢字の部分に着目した動画

など）を紹介しました。 

ブ
ー
ス
Ｄ 

ICTを紙と鉛筆代わりに使う 書字に困難さのある児童の事例を紹介しながら、

環境調整や ICT（「iPad」「Chromebook」など）

の具体的な使用の仕方によって自信に繋がった事

例ついて紹介しました。 

  

※発表内容等についてのお尋ねがありましたら、北小通級指導教室へお問い合わせください。 

（３）参加者からの声（抜粋） 

  〇子ども達のニーズに注目し、楽しみながら学び、自信をつけることができる取り組みが多 

くあり、勉強になりました。 

  〇LD（学習障害）の児童生徒に対する効果的な ICT活用の大きなヒントをいただきました。 

  〇マルチメディアデイジー教科書の内容と申請の仕方が、具体的でわかりやすかった。 

  〇体験コーナーが多く、活用へのアイデアをたくさんいただきました。 

  〇実践発表や体験コーナーで得た情報を学校に持ち帰り共有し、すぐに活用していきたい。 


